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す
る
発
想
と
文
明
開
化
期
の
西
欧
化
の
風

潮
も
あ
っ
た
よ
う
だ
）。

日
本
初
の
民
間
ワ
イ
ン
会
社
は
、
勝
沼

の
二
人
の
青
年
を
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
し
た

（
77
年
）。
土
屋
龍
憲
（
19
歳
）
と
高
野
正

誠
（
25
歳
）
は
現
地
で
、
ブ
ド
ウ
の
苗
木

づ
く
り
、醸
造
、貯
蔵
の
技
術
、気
象
条
件
、

土
壌
に
つ
い
て
学
び
、
79
年
（
１
年
７
カ

月
後
）
帰
国
し
、
ワ
イ
ン
醸
造
技
術
を
地

元
に
広
め
た
。
そ
れ
以
来
、
勝
沼
で
ワ
イ

ン
醸
造
が
本
格
化
し
た
。
こ
の
民
間
初
の

ワ
イ
ン
会
社
を
源
流
と
す
る
の
が
、
勝
沼

に
立
地
す
る
「
シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
」

で
あ
る
。

シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
勝
沼
ワ
イ
ナ

リ
ー
（
松
尾
弘
則
工
場
長
）
は
キ
リ
ン
グ

ル
ー
プ
の
メ
ル
シ
ャ
ン
㈱
が
山
梨
県
甲
州

10
年
）
で
あ
る
。

前
史
が
あ
る
。文
明
開
化
の
明
治
時
代
、

ブ
ド
ウ
栽
培
・
ワ
イ
ン
醸
造
は
殖
産
興
業

政
策
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

71
年
（
明
治
４
年
）、
山
ぶ
ど
う
・
甲
州

に
よ
る
ワ
イ
ン
醸
造
が
甲
府
で
行
な
わ
れ

て
お
り
、
73
年
、
大
久
保
利
通
は
殖
産
興

業
の
推
進
と
し
て
葡
萄
酒
づ
く
り
を
奨

励
、
74
年
、
山
梨
県
令
・
藤
村
紫
明
の
指

導
の
下
、
官
業
と
し
て
ワ
イ
ン
事
業
が
発

足
、
77
年
、
山
梨
県
勧
業
試
験
所
で
甲
州

に
よ
る
ワ
イ
ン
醸
造
の
歴
史
が
あ
っ
た
。

同
年
に
は
殖
産
興
業
の
父
と
も
称
さ
れ
る

前
田
正
名
（『
興
業
意
見
』
の
作
者
）
も

欧
州
視
察
か
ら
帰
国
し
、
欧
州
系
ブ
ド
ウ

栽
培
と
ワ
イ
ン
造
り
手
法
の
導
入
が
本
格

化
し
た
（
注
、
米
か
ら
の
酒
造
り
を
節
減

ワ
イ
ン
発
祥
の
地

1
日
本
で
ワ
イ
ン
が
本
格
的
に
産
業
化
し

た
の
は
明
治
初
期
、
山
梨
県
勝
沼
（
甲
州

市
）
で
あ
っ
た
。
ブ
ド
ウ
栽
培
発
祥
の
地

も
、
甲
州
種
の
起
源
が
１
３
０
０
年
前
の

奈
良
時
代
説
に
せ
よ
１
１
８
６
年
説
に
せ

よ
、
勝
沼
で
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
の
コ
ー

カ
サ
ス
地
方
カ
ス
ピ
海
沿
岸
か
ら
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
経
て
中
国
経
由
で
伝
来
し
、
気

候
風
土
の
合
っ
た
勝
沼
に
定
着
し
た
。
ワ

イ
ン
の
歴
史
は
勝
沼
抜
き
に
は
語
れ
な

い
。こ

の
勝
沼
に
、
日
本
最
初
の
民
間
ワ
イ

ン
会
社
「
大
日
本
山
梨
葡
萄
酒
会
社
」
が

設
立
さ
れ
た
の
は
、
１
８
７
７
年
（
明
治

1943年、鹿児島県奄美大島生まれ。一橋大学大学院経済学研
究科博士課程修了。元・財団法人国民経済研究協会理事長。
拓殖大学、帝京平成大学、日本経済大学大学院教授を歴任。
主な著書は『農業・先進国型産業論』（日本経済新聞社1982年）、
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叶 芳和

メ
ル
シ
ャ
ン
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
ワ
イ
ン
業
界
を
先
導
、
シ
ュ
ー
ル
・
リ
ー
製
法
や
甲
州
き
い
ろ
香

の
技
術
を
公
開
し
、
産
地
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
ま
た
、
醸
造
用
の
甲
州
種
ブ
ド
ウ
の
使
用
増
大

は
耕
作
放
棄
地
の
活
用
や
高
齢
農
家
の
離
農
を
抑
制
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
活
動
に
よ
る
地
域
貢
献
も
大
き
い
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
先
導
し

産
地
発
展
の
礎
を
築
い
た

シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン（
山
梨
県
甲
州
市
）

日
本
ワ
イ
ン
比
較
優
位
産
業
論　

現
地
ル
ポ　
第
３
回

農業は

になった！

先進国型産業

23
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も
87
年
、
92
年
、
97
年
、
99

年
産
と
金
賞
が
続
い
た
。
塩

尻
市
桔
梗
ヶ
原
は
メ
ル
ロ
ー

の
世
界
的
銘
醸
地
と
し
て
の

名
声
を
得
て
い
る
。

椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
は
03

年
か
ら
造
成
・
植
栽
が
始

ま
っ
た
新
し
い
産
地
で
あ
る

が
、
10
年
の
発
売
直
後
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
、
12
年
に

は
09
年
産
赤
ワ
イ
ン
が
日
本

ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞

受
賞
、
13
年
に
は
ヴ
ィ
ナ
リ

国
際
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で

「
メ
ル
ロ
ー
２
０
０
９
」
が

金
賞
、
ま
た
米
国
ワ
イ
ン
専
門
誌
「
ワ
イ

ン
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
」
で
「
オ
ム
ニ
ス
２

０
０
９
」
が
90
点
の
高
得
点
、
15
年
に
は

リ
ュ
ブ
リ
ア
ー
ナ
で
「
メ
ル
ロ
ー
２
０
１

２
」
が
金
賞
、16
年
に
は
Ｉ
Ｗ
Ｃ
で
「
シ
ャ

ル
ド
ネ
２
０
１
４
」が
金
賞
を
受
賞
し
た
。

勝
沼
地
区
の
城
の
平
は
、
01
年
リ
ュ
ブ

リ
ア
ー
ナ
で
「
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ

ヨ
ン
１
９
９
６
」「
同
１
９
９
７
」
が
金

賞
受
賞
を
は
じ
め
、
世
界
的
銘
醸
地
と
し

て
の
名
声
を
得
て
い
る
。
日
本
ワ
イ
ン
は

世
界
の
銘
醸
ワ
イ
ン
に
肩
を
並
べ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

松
尾
工
場
長
は
「
海
外
で
た
く
さ
ん
の

賞
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
十
分

な
本
数
に
足
り
て
い
な
い
。
27
年
ま
で
に

76�

ha
の
植
栽
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
ブ
ド
ウ
が
育
ち
、
良
質
の
ブ
ド
ウ
が
実

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
広
く
世
界
の
人
々
に

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
う
な
っ
て
初
め
て
、
日
本
ワ
イ
ン

の
良
さ
を
世
界
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
」。

筆
者
コ
メ
ン
ト
：
シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル

シ
ャ
ン
の
自
社
管
理
畑
の
ブ
ド
ウ
は
メ
ル

ロ
ー
や
シ
ャ
ル
ド
ネ
な
ど
欧
州
系
品
種
ば

か
り
で
あ
る
。
欧
州
系
で
あ
り
な
が
ら
、

数
々
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞

し
て
い
る
の
は
、
品
質
が
国
際
水
準
に
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本

の
ワ
イ
ン
は
価
格
が
高
い
よ
う
に
思
う
。

今
後
は
、
規
模
の
利
益
の
追
求
な
ど
、
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
努
力
も
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。

市
勝
沼
に
有
し
て
い
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
あ

る
。
メ
ル
シ
ャ
ン
は
勝
沼
の
ほ
か
、
神
奈

川
県
藤
沢
市
の
工
場
で
輸
入
ブ
ド
ウ
果
汁

を
原
料
と
し
て
国
内
製
造
ワ
イ
ン
を
造
っ

て
い
る
（
生
産
規
模
は
勝
沼
の
１
０
０

倍
）。
勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
１
０
０
％
国

産
ブ
ド
ウ
を
原
料
と
す
る
日
本
ワ
イ
ン
を

造
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
、
長
野
県
に

新
し
い
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
二
つ
も
増
設
し
、

日
本
ワ
イ
ン
の
未
来
に
積
極
的
に
投
資
し

て
い
る
（
注
、
本
稿
で
は
輸
入
原
料
の
藤

沢
工
場
は
分
析
の
対
象
外
と
す
る
）。

世
界
に
認
め
ら
れ
る
「
産
地
」
を

目
指
す
三
つ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

2
メ
ル
シ
ャ
ン
は
国
内
製
造
ワ
イ
ン
の
最

大
手
で
あ
る
が
、
日
本
ワ
イ
ン
は
年
産
65

万
本
（
７
２
０
㎖
換
算
）、
国
産
ブ
ド
ウ

使
用
量
は
６
５
０
ｔ
に
上
る
。
う
ち
５
０

０
ｔ
は
契
約
栽
培
で
あ
る
。
表
１
に
示
す

よ
う
に
、
契
約
栽
培
農
家
は
福
島
、
秋
田
、

長
野
、
山
梨
に
約
70
人
い
る
。
ま
た
、
自

社
管
理
畑
を
増
や
し
て
お
り
、
２
０
１
８

年
末
現
在
で
50�

ha
に
達
し
て
い
る
が
、
27

年
目
標
は
76�

ha
に
拡
大
す
る
予
定
。

シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
は
日
本
ワ
イ

ン
の
発
展
を
見
越
し
、
18
年
９
月
、
長
野

県
塩
尻
市
桔
梗
ヶ
原
に
新
ワ
イ
ナ
リ
ー
、

今
年
秋
に
は
長
野
県
上
田
市
に
椀マ
リ
コ子

ワ
イ

ナ
リ
ー
を
オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
る
。勝
沼
、

桔
梗
ヶ
原
（
ガ
レ
ー
ジ
ワ
イ
ナ
リ
ー
）、

椀
子
（
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ワ
イ
ナ
リ
ー
）
の
３

ワ
イ
ナ
リ
ー
体
制
で
あ
る
。
松
尾
工
場
長

に
よ
る
と
、「
日
本
の
ワ
イ
ン
の
品
質
を

世
界
に
知
ら
し
め
る
産
地
を
目
指
し
て
い

る
」。
生
産
規
模
は
、
勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー

は
年
産
60
万
本
、桔
梗
ヶ
原
は
約
２
万
本
、

椀
子
は
約
６
万
本
で
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が

あ
る
。

桔
梗
ヶ
原
と
椀
子
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
あ

る
産
地
の
最
高
の
ブ
ド
ウ
を
中
心
に
（
ア

イ
コ
ン
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
主
体
）、
勝
沼
ワ

イ
ナ
リ
ー
は
ア
イ
コ
ン
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
、

ク
オ
リ
テ
ィ
の
全
シ
リ
ー
ズ
を
担
う
。
椀

子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
ブ
ド
ウ
（
開
園
は
03

年
）
は
現
在
、
全
量
を
勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー

に
運
ん
で
い
る
が
、
今
秋
に
椀
子
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、
最
高
品
質
の

ブ
ド
ウ
は
同
産
地
で
醸
造
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

各
産
地
は
、
す
で
に
銘
醸
地
と
し
て
の

知
名
度
は
高
い
。「
桔
梗
ヶ
原
メ
ル
ロ
ー

１
９
８
５
」
は
日
本
ワ
イ
ン
と
し
て
初
め

て
国
際
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
金
賞
を

受
賞
（
リ
ュ
ブ
リ
ア
ー
ナ
国
際
ワ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
、
開
催
地
セ
ル
ビ
ア
国
）。「
同

１
９
８
６
」
も
大
金
賞
を
受
賞
、
そ
の
後

（
注
）‌

ワ
イ
ン
の
種
類
は
多
様
で
あ
る
。
メ
ル
シ
ャ

ン
は
自
社
製
品
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
、「
ア
イ
コ
ン
」

Icon

、「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」Terroir

、「
ク
オ
リ
テ
ィ
」

Q
uality

の
３
つ
の
シ
リ
ー
ズ
に
分
け
て
い
る
。「
ア

イ
コ
ン
」
は
最
高
級
ワ
イ
ン
で
１
本
（
７
５
０
㎖
）、

赤
１
万
円
以
上
、白
５
０
０
０
～
６
０
０
０
円
。「
テ

ロ
ワ
ー
ル
」
は
産
地
の
個
性
を
表
現
す
る
ワ
イ
ン

で
、
赤
５
０
０
０
～
８
０
０
０
円
、
白
３
０
０
０

～
５
０
０
０
円
。「
ク
オ
リ
テ
ィ
」
は
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
品
で
、
１
８
０
０
～
１
９
０
０
円
で
あ
る
。

表１　シャトー・メルシャンのブドウ産地

生　産　地 規　模  開　設

自社管理畑  50ha
山梨県内（城の平ヴィンヤード等） 6ha  1984年
椀
マ リ コ

子ヴィンヤード（長野県上田市) 29ha  2003年
長野県塩尻市（片丘ほか）  15ha  2017年
契約栽培 約70名 （契約開始）
福島県〔新鶴地区〕 9名  1975年
長野県〔塩尻市桔梗ヶ原地区〕 10数人  1976年
秋田県〔大森地区〕 7名  1982年
長野県〔北信地区〕  10名  1991年
長野県〔安曇野地区〕 2名  2009年
山梨県〔穂坂・玉諸・笛吹・勝沼〕 30人強 …

（注）‌�メルシャン㈱調べ。2019年3月現在（一部推定）。
契約栽培の開設欄はメルシャンとの契約栽培の開始年。それ以前から取
引はあった。勝沼地区におけるブドウ取引は昔からあるが、契約栽培に
移行した時期は不明。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
先
導

3
メ
ル
シ
ャ
ン
は
大
手
の
強
み
を
発
揮
し

て
、
新
技
術
を
次
々
と
開
発
、
そ
の
技
術

を
公
開
し
産
地
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。

ワ
イ
ン
の
品
質
は
ブ
ド
ウ
で
決
ま
る
と

い
っ
て
も
、
や
は
り
醸
造
技
術
の
役
割
も

大
き
い
。
い
ま
脚
光
を
浴
び
て
い
る
「
甲

州
」
種
ブ
ド
ウ
か
ら
造
る
ワ
イ
ン
の
品
質

を
高
め
た
の
は
、
シ
ュ
ー
ル
・
リ
ー
製
法

で
あ
る
。
従
来
の
ワ
イ
ン
醸
造
で
は
、
発

酵
が
終
わ
っ
た
後
、
発
生
し
た
澱お
り

を
速
や

か
に
取
り
除
く
の
が
常
識
で
あ
っ
た
が
、

シ
ュ
ー
ル
・
リ
ー
で
は
そ
の
ま
ま
発
酵
容

器
の
底
部
に
残
し
、
旨
味
成
分
を
引
き
出

す
製
法
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
で
あ

る
が
、
シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
が
甲
州

種
ワ
イ
ン
へ
の
応
用
を
開
発
し
た
。
こ
れ

で
“
淡
麗
で
薫
り
高
い
辛
口
”
の
ワ
イ
ン

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
醸
造
法
の
画

期
的
な
革
新
で
あ
る
。

当
時
の
勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー
工
場
長
（
浅

井
昭
吾
氏
）
が
技
術
を
公
開
し
た
。「
技

術
を
共
有
し
て
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
切
磋
琢

磨
し
な
い
と
、
勝
沼
は
銘
醸
地
に
な
ら
な

い
」
と
い
う
哲
学
だ
。
産
地
形
成
へ
の
強

い
思
い
か
ら
の
決
断
で
あ
る
。
90
年
、
公

開
技
術
説
明
会
に
は
勝
沼
地
区
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
こ
ぞ
っ
て
参
加
し
、
甲
州
種
ワ
イ

ン
の
ほ
と
ん
ど
が
シ
ュ
ー
ル
・
リ
ー
製
法

に
転
換
し
た
。
メ
ル
シ
ャ
ン
に
よ
る
応
用

技
術
の
開
発
が
、
日
本
の
ワ
イ
ン
の
評
価

が
上
が
っ
て
い
く
た
め
の
転
換
点
に
な
っ

た
。

甲
州
き
い
ろ
香
の
開
発

ま
た
、甲
州
ワ
イ
ン
は
「
香
り
が
弱
い
」

と
い
わ
れ
る
が
、
メ
ル
シ
ャ
ン
は
研
究
の

結
果
、
05
年
、
ユ
ズ
や
カ
ボ
ス
な
ど
柑
橘

を
思
わ
せ
る
香
り
の
「
甲
州
き
い
ろ
香
２

０
０
４
」
を
発
売
し
た
。
甲
州
ワ
イ
ン
を

解
析
し
香
気
成
分
の
存
在
を
発
見
し
、
ボ

ル
ド
ー
大
学
と
の
共
同
研
究
で
、
甲
州
の

隠
れ
た
香
り
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出

す
こ
と
に
成
功
し
た
。

図
１
に
示
す
よ
う
に
（
技
術
素
人
の
概

念
図
）、
甲
州
の
香
り
成
分
は
ブ
ド
ウ
の

完
熟
前
に
低
下
し
て
い
く
。
香
り
成
分
の

ピ
ー
ク
時
（
ｔ
１
期
）
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

収
穫
す
る
こ
と
で
、
甲
州
が
潜
在
的
に

持
っ
て
い
る
香
り
を
引
き
出
す
こ
と
に
成

功
し
た
。こ
の
的
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を「
適

熟
」
と
表
現
し
て
い
る
。
ワ
イ
ン
造
り
の

本
場
・
欧
米
で
は
こ
の
ｔ
１
期
を
完
熟
と

し
て
い
る
が
、
日
本
に
は
こ
の
概
念
が
な

く
、
酸
が
低
下
し
糖
を
高
く
感
じ
る
ｔ
２

期
を
完
熟
と
し
て
い
る
の
で
（
そ
の
時
は

も
う
香
り
成
分
は
な
い
）、「
適
熟
」
と
い

う
概
念
を
創
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

適
熟
は
完
熟
よ
り
半
月
ほ
ど
早
い
。ま
た
、

収
穫
時
期
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
香
気

成
分
は
酸
化
す
る
と
壊
れ
る
の
で
、
酸
化

を
防
ぐ
造
り
方
、
醸
造
段
階
の
技
術
も
必

要
だ
。

「
き
い
ろ
香
」
の
成
功
は
、
す
ぐ
に
内
外

で
話
題
に
な
り
、米
国
の
ニ
ュ
ー
ス
で「
日

本
ワ
イ
ン
が
旨
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と

報
道
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
的
に
も
甲
州
ワ

イ
ン
が
注
目
を
浴
び
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。
そ
れ
ま
で
、
甲
州
ワ
イ
ン
は
シ
ュ
ー

ル
・
リ
ー
製
法
な
ど
取
り
入
れ
て
き
て
い

る
が
、輸
入
ワ
イ
ン
に
比
べ
て
見
劣
り
し
、

「
香
り
が
無
く
平
坦
」「
個
性
が
な
い
」
な

ど
、
甲
州
の
評
判
は
よ
く
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
で
一
気
に
好
評
に
転
じ
、
未
来
の
な

い
ブ
ド
ウ
品
種
と
見
ら
れ
て
い
た
甲
州
が

躍
進
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
（
ち
な
み

に
、「
き
い
ろ
香
」
の
名
前
は
共
同
研
究

を
行
な
っ
た
ボ
ル
ド
ー
大
学
の
富
永
博
士

が
愛
し
て
い
た
小
鳥
が
「
き
い
ろ
」
と
名

付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
）。

メ
ル
シ
ャ
ン
は
こ
の
「
き
い
ろ
香
」
の

技
術
も
公
開
し
、
地
域
の
人
た
ち
に
収
穫

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
導
し
た
。

な
お
、
甲
州
で
「
香
り
」
を
持
っ
た
ワ

イ
ン
は
メ
ル
シ
ャ
ン
よ
り
１
年
早
く
、
勝

沼
醸
造
の
「
ア
ル
ブ
ラ
ン
カ 

イ
セ
ハ
ラ
」

が
あ
る
（
本
誌
前
号
拙
稿
参
照
）。
こ
れ

は
伊
勢
原
地
区
の
土
壌
、
風
土
と
い
う
テ

ロ
ワ
ー
ル
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
、
自
然

の
所
産
で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
、メ
ル
シ
ャ

ン
の
「
き
い
ろ
香
」
は
研
究
開
発
の
成
果
、

技
術
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
伊
勢
原
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
は
他
の
産
地

に
移
転
で
き
な
い
が
、「
き
い
ろ
香
」
は

技
術
移
転
で
き
る
。
メ
ル
シ
ャ
ン
が
こ
の

技
術
を
公
開
し
た
意
義
は
大
き
い
。

Ｃ
Ｓ
Ｖ
活
動
に
よ
る
地
域
貢
献

4
ワ
イ
ン
事
業
は
、
企
業
活
動
そ
の
も
の

が
農
業
振
興
、
地
域
活
性
化
、
生
物
多
様

性
に
貢
献
し
て
い
る
。
企
業
の
社
会
に
対

す
る
責
任
や
活
動
は
、
従
来
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
や
企
業
活
動
で
儲
け
た
金
で
社

会
奉
仕
的
活
動
を
行
な
う
「
企
業
の
社
会

的
責
任
」（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
）
が
強
調
さ
れ

た
が
、
２
０
１
０
年
代
に
な
っ
て
本
業
＝

事
業
そ
の
も
の
で
社
会
に
貢
献
す
る
Ｃ
Ｓ

Ｖ
活
動
（Creating Shared V

alue 

共

通
価
値
の
創
造
）
に
代
わ
っ
た
。
日
本
ワ

イ
ン
事
業
は
、
事
業
そ
の
も
の
が
農
地
の

遊
休
荒
廃
化
を
防
い
だ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
力
に
寄
与
し
て
い
る
。

シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
の
椀
子
ヴ
ィ

ン
ヤ
ー
ド
の
事
例
を
見
て
お
こ
う
。
椀
子

図１　甲州きいろ香の理論（概念）

筆者作図

度
数

完熟適熟ブドウ収穫時期

糖

香り

酸
t1期 t2期
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ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
が
立
地
す
る
上
田
市
丸
子

地
区
陣
場
台
地
は
、
か
っ
て
朝
鮮
人
参
や

養
蚕
の
た
め
の
桑
畑
が
広
が
っ
て
い
た
が
、

生
産
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
90
年
代
に
は

農
地
は
遊
休
荒
廃
化
し
て
い
た
。
00
年
頃
、

地
域
で
は
荒
廃
地
の
解
消
を
巡
っ
て
議
論

が
な
さ
れ
て
い
た
。
当
地
区
は
雨
が
少
な

く
、
陽
当
た
り
が
良
く
、
排
水
性
の
い
い

台
地
で
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
畑
の
要
件
を

備
え
て
い
た
の
で
、
メ
ル
シ
ャ
ン
が
原
料

確
保
の
た
め
圃
場
と
し
て
確
保
し
た
（
注
、

椀
子
の
名
前
は
、
丸
子
地
区
が
６
世
紀
後

半
、
欽
明
天
皇
の
皇
子
「
椀
子
皇
子
」
の

領
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
）。

松
尾
工
場
長
の
話
に
よ
る
と
、
地
元
の

人
た
ち
は
、
荒
廃
地
の
解
消
と
い
う
よ
り
、

メ
ル
シ
ャ
ン
の
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
と
し
て
歓

迎
し
、
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。
ブ
ド
ウ
の

収
穫
期
に
は
、
収
穫
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
る
と
、
１
日
60
～
80
人
が
参
加
し
、

大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
（
年
間
６
日
×

80
人
＝
約
４
０
０
人
）。
椀
子
の
ブ
ド
ウ
の

30
％
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
収
穫
だ
。

シ
ル
バ
ー
人
材
も
多
い
日
に
は
１
日
10
人

位
い
る
。
社
員
も
７
人
い
る
。
椀
子
ヴ
ィ

ン
ヤ
ー
ド
の
雇
用
創
出
効
果
は
大
き
い
。

ま
た
、
椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
し
て
、
地
元
の
子
供
た
ち

に
、
農
業
体
験
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培
～

収
穫
を
体
験
し
、
収
穫
し
た
も
の
は
給
食

で
供
さ
れ
る
）
や
、
食
農
教
育
も
行
な
っ

て
お
り
、
地
域
と
共
生
し
て
い
る
。
生
物

多
様
性
も
培
わ
れ
て
い
る
。
垣
根
栽
培
の

ブ
ド
ウ
畑
は
草
原
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
エ
リ
ア
で
は
希
少
な
昆
虫
や
植
物
な

ど
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ワ
イ
ン
事
業
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
活
動
そ
の
も
の
で

あ
り
、社
会
的
共
通
価
値
の
創
造
を
行
な
っ

て
い
る
。

桔
梗
ヶ
原
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
も
同
じ
だ
。

塩
尻
に
は
全
国
で
も
珍
し
い
ワ
イ
ン
醸
造

に
取
り
組
む
塩
尻
志
学
館
高
校
が
あ
る
。

08
年
か
ら
、
塩
尻
市
と
産
学
連
携
協
定
を

結
び
、
講
師
を
派
遣
し
て
い
る
。
醸
造
技

術
や
ワ
イ
ン
分
析
の
講
義
、
ブ
ド
ウ
の
剪

定
実
習
な
ど
の
技
術
指
導
で
、
ワ
イ
ン
農

業
を
担
う
人
材
育
成
に
協
力
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
日
本
ワ
イ
ン
」
事
業
は
、

輸
入
果
汁
な
ど
を
原
料
と
す
る
「
国
産
ワ

イ
ン
」
と
は
全
く
違
っ
た
効
果
を
持
っ
て

い
る
。

な
お
、
自
社
管
理
畑
の
場
合
だ
け
で
は

な
く
、
契
約
栽
培
の
場
合
も
、
甲
州
種
は

粗
放
的
栽
培
で
済
む
の
で
、
高
齢
農
家
の

離
農
を
抑
制
し
、
同
じ
よ
う
に
地
域
貢
献

に
な
っ
て
い
る
。

メ
ル
シ
ャ
ン
支
え
る
農
家
群

高
齢
化
で
「
甲
州
」
増
加

5
シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
が
成
長
す
る

に
は
、
原
料
ブ
ド
ウ
を
供
給
す
る
自
社
畑

あ
る
い
は
契
約
栽
培
農
家
の
増
加
が
必
要

だ
。
こ
こ
で
、
ブ
ド
ウ
生
産
者
の
行
動
様

式
を
分
析
し
た
い
。
表
１
に
示
し
た
よ
う

に
、
メ
ル
シ
ャ
ン
は
全
国
で
約
70
人
の
契

約
栽
培
農
家
が
い
る
。
う
ち
約
30
人
は
山

梨
県
内
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
勝
沼
及
び

甲
府
市
玉
諸
地
区
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ

る
。ト

ロ
ワ
園
主 

高
野
正
興
氏
（
勝
沼
町
上

岩
崎
）

高
野
氏
は
メ
ル
シ
ャ
ン
の
前
身
、
明
治

の
大
日
本
山
梨
葡
萄
酒
会
社
の
創
設
メ
ン

バ
ー
、
高
野
正
誠
の
子
孫
（
４
代
目
）
で

あ
る
（
注
、
ト
ロ
ワ
園
の
名
称
は
明
治
の

二
人
の
青
年
が
渡
仏
し
学
ん
だ
ト
ロ
ワ
市

に
由
来
す
る
）。
じ
つ
に
１
４
０
年
以
上
に

わ
た
り
、
メ
ル
シ
ャ
ン
に
醸
造
用
ブ
ド
ウ

を
供
給
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

高
野
氏
（
62
歳
）
は
、
ブ
ド
ウ
畑
１
ha

を
経
営
し
て
い
る
。
観
光
農
園
が
メ
イ
ン

で
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、デ
ラ
ウ
ェ
ア
、

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、
巨
峰
・
ピ
オ
ー
ネ
な
ど

30
種
類
以
上
を
栽
培
し
て
い
る
。
大
房
系

の
巨
峰
・
ピ
オ
ー
ネ
は
１
４
０
０
円
／
㎏
、

中
小
系
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
８
５
０
円
で
あ

る
。
生
食
用
は
60
ａ
で
５
～
６
ｔ
出
荷
し

て
い
る
。
観
光
農
園
の
ピ
ー
ク
は
20
年
前

で
、
子
供
連
れ
が
多
か
っ
た
。
最
近
は
少

子
化
の
影
響
で
高
齢
者
が
多
く
、
ま
た
ワ

イ
ナ
リ
ー
に
行
く
人
が
多
い
。

ワ
イ
ン
醸
造
用
の
ブ
ド
ウ
は
20
～
30
ａ

で
、
近
年
増
や
し
始
め
た
。
生
食
用
は
房

づ
く
り
の
た
め
す
べ
て
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る

必
要
が
あ
り
、
高
齢
に
な
り
肉
体
の
疲
れ

を
感
じ
る
か
ら
だ
。
現
在
、
甲
州
は
20
ａ

で
４
ｔ
生
産
し
て
い
る
が
、
70
歳
に
な
っ

た
頃
に
は
甲
州
が
５
割
く
ら
い
に
増
え
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
息
子
さ
ん
は
県
庁

勤
め
で
、「
将
来
、
農
業
を
継
い
で
も
、
屋

敷
回
り
し
か
経
営
し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、

醸
造
用
専
業
の
可
能
性
も
あ
る
」
と
い
う
。

甲
州
は
増
え
る
方
向
だ
。

「
日
本
ワ
イ
ン
」
表
示
の
制
度
化
で
、
ワ

イ
ナ
リ
ー
側
は
ブ
ド
ウ
を
欲
し
が
っ
て
お

り
、
ま
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
新
規
参
入
も
増

え
て
い
る
の
で
、
原
料
用
ブ
ド
ウ
は
不
足

気
味
に
な
っ
て
い
る
、
と
み
て
い
る
。

甲
州
の
取
引
価
格
は
、
２
２
０
円
／
㎏

（
推
定
）
で
あ
る
。
出
荷
は
楽
だ
。
会
社
が

シャトー・メルシャン勝沼ワイナリー
シャトー・メルシャン
城の平ラベル
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出
荷
価
格
。
甲
府
は
他
産
地
よ
り
収
穫
期

が
早
く
、
品
薄
期
に
出
荷
で
き
る
の
で
価

格
が
高
い
）。
高
齢
化
に
伴
っ
て
行
な
う
甲

州
へ
の
改
植
は
、
シ
ャ
イ
ン
で
は
な
く
、

巨
峰
系
か
ら
着
手
す
る
。
生
産
者
た
ち
の

行
動
は
極
め
て
経
済
合
理
的
で
あ
る
。

収
穫
は
、会
社
か
ら
15
人
位
（
20
ａ
分
）、

朝
７
時
に
来
て
９
時
前
に
終
わ
る
（
朝
取

り
）。
収
穫
適
期
は
メ
ル
シ
ャ
ン
が
指
定
す

る
。「
き
い
ろ
香
」ワ
イ
ン
に
な
っ
て
か
ら
、

収
穫
は
８
月
28
、29
日
頃
に
早
ま
っ
た
（
勝

沼
よ
り
１
カ
月
早
い
）。
五
一
わ
い
ん
は
糖

度
を
上
げ
て
か
ら
収
穫
す
る
の
で
９
月
20

日
ま
で
か
か
る
。

一
番
興
味
を
覚
え
た
の
は
、
メ
ル
シ
ャ

ン
に
よ
る
試
飲
会
だ
。組
合
員
は
メ
ル
シ
ャ

ン
の
ブ
ド
ウ
を
作
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ

て
い
る
。
ブ
ド
ウ
は
産
地
に
よ
っ
て
成
分

が
違
う
が
、
サ
ン
プ
ル
調
査
で
、「
甲
州
き

い
ろ
香
」
が
一
番
良
か
っ
た
産
地
は
七
沢

地
区
だ
と
い
う
。
誇
り
高
い
。
さ
ら
に
、

試
飲
会
の
仕
組
み
だ
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
テ

ス
ト
（
目
隠
し
）
が
あ
り
、
ど
の
農
家
の

ブ
ド
ウ
で
造
っ
た
ワ
イ
ン
が
美
味
し
い
か

競
争
す
る
。
優
勝
者
の
ワ
イ
ン
に
は
ラ
ベ

ル
に
名
前
が
入
る
よ
う
だ
。「
メ
ル
シ
ャ
ン

版
天
皇
賞
」
だ
（
筆
者
の
比
喩
）。
優
勝
す

れ
ば
誇
り
で
あ
る
。
来
年
は
自
分
が
一
番

に
な
り
た
い
、
良
い
も
の
を
作
っ
て
や
ろ

う
と
、皆
が
競
う
。「
競
技
」だ
。
取
材
中
も
、

こ
の
話
に
な
る
と
和
気
あ
い
あ
い
、
明
る

く
賑
わ
っ
た
。
大
変
良
い
催
し
だ
。
ワ
イ

取
り
に
来
る
。
会
社
は
圃
場
を
見
た
上
で
、

い
つ
に
し
ま
す
か
と
相
談
が
あ
る
。「
き
い

ろ
香
」
に
な
っ
て
か
ら
、
収
穫
時
期
が
早

く
な
っ
た
。

当
地
域
で
は
、
後
継
者
の
い
る
農
家
は

少
な
い
。
遊
休
地
が
出
て
い
る
の
で
、
新

規
就
農
者
が
市
役
所
経
由
で
見
に
来
る
が
、

傾
斜
地
で
機
械
が
入
ら
な
い
の
で
、
規
模

拡
大
志
向
の
人
は
借
り
な
い
よ
う
だ
。

七
沢
出
荷
組
合
の
事
例

甲
府
市
七
沢
町
の
七
沢
出
荷
組
合
は
ブ

ド
ウ
専
業
の
生
産
者
の
集
ま
り
で
、
40
年

以
上
に
わ
た
っ
て
メ
ル
シ
ャ
ン
と
取
引
し

て
い
る
。
組
合
員
は
当
初
26
人
い
た
が
、

現
在
は
11
人
、
う
ち
醸
造
ブ
ド
ウ
生
産
者

は
９
人
（
甲
州
は
８
人
）
で
あ
る
。
組
合

員
は
10
数
年
前
か
ら
減
り
始
め
た
よ
う
だ
。

当
地
域
は
勝
沼
地
区
と
違
っ
て
、
観
光

農
園
は
な
い
。
表
２
に
示
す
よ
う
に
、
七

沢
出
荷
組
合
は
栽
培
面
積
的
に
は
醸
造
用

が
生
食
用
に
匹
敵
し
て
い
る
。
生
食
用
は

す
べ
て
農
協
出
荷
、
醸
造
用
は
甲
州
、
ア

リ
カ
ン
ト
、
マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
ー
リ
ー
Ａ
を

栽
培
し
、
メ
ル
シ
ャ
ン
と
長
野
県
塩
尻
市

の
㈱
林
農
園
（
五
一
わ
い
ん
）
に
供
給
し

て
い
る
。
甲
州
は
８
割
以
上
は
メ
ル
シ
ャ

ン
向
け
（
30
ｔ
）、
ア
リ
カ
ン
ト
お
よ
び
マ

ス
カ
ッ
ト
ベ
ー
リ
ー
Ａ
は
す
べ
て
五
一
わ

い
ん
向
け
（
40
ｔ
）
で
あ
る
。

甲
州
の
取
引
価
格
は
、
２
１
０
～
２
２

０
円
／
㎏
（
推
定
）
で
あ
る
。
最
近
は
年

率
２
～
３
％
上
昇
し
て
い
る
よ
う
だ
。
筆

者
が
最
低
賃
金
の
上
昇
率
と
同
じ
で
す
ね

と
コ
メ
ン
ト
す
る
と
、
喜
ん
で
い
た
（
注
、

山
梨
県
の
最
賃
は
14
～
18
年
の
５
年
間
で

14
・
７
％
上
昇
）。
単
収
は
、
10
ａ
当
た
り

３
～
３
・
５
ｔ
。
３
ｔ
の
場
合
、
10
ａ
当

た
り
粗
収
入
は
65
万
円
、３
・５
ｔ
の
場
合
、

75
万
円
に
な
る
（
筆
者
試
算
）。
単
価
は
安

い
が
、
収
量
が
多
い
の
で
、
か
な
り
の
高

収
益
だ
。
七
沢
地
区
は
勝
沼
よ
り
土
壌
が

い
い
の
で
、
単
収
を
多
く
認
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。

反
収
約
70
万
円
と
い
う
高
収
益
が
、
醸

造
向
け
栽
培
が
多
い
背
景
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
手
間
の
か
か
る
生
食
用
は
巨
峰
系

１
０
０
０
円
／
㎏
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
１
９
０
０
円
で
あ
る
（
注
、
農
協
向
け

ン
ビ
ジ
ネ
ス
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
手
法
で

あ
る
。
昔
な
が
ら
の
旧
き
良
き
農
村
風
景

を
想
っ
た
。

こ
こ
も
、
農
家
の
高
齢
化
に
伴
い
、
甲

州
が
増
え
る
方
向
だ
。
福
井
氏
は
面
積
が

大
き
い
の
で
、
父
の
代
か
ら
手
間
の
か
か

ら
な
い
甲
州
を
栽
培
し
て
き
た
。
鷹
野
氏

は
３
年
後
、
生
食
用
を
減
ら
し
甲
州
を
30

ａ
に
増
や
す
（
い
ま
高
齢
者
が
手
伝
い
に

来
て
い
る
が
、
彼
ら
が
い
な
く
な
る
の
で

甲
州
に
転
換
）。
中
込
氏
は
以
前
ブ
ド
ウ
苗

木
を
作
っ
て
い
た
が
、
父
が
高
齢
に
な
っ

た
の
で
止
め
、
甲
州
に
転
換
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
高
齢
化
の
受
け
皿
が
醸
造
用
の

甲
州
に
な
っ
て
い
る
。
仮
に
、
メ
ル
シ
ャ

ン
が
甲
州
を
買
っ
て
く
れ
な
い
と
、
耕
作

放
棄
地
に
な
り
か
ね
な
い
。

出
荷
組
合
の
醸
造
部
長
・
福
井
氏
に
よ

る
と
、「
現
在
、
甲
州
は
30
ｔ
（
約
１
ha
）

で
あ
る
が
、
今
後
は
40
ｔ
く
ら
い
に
増
え

る
」
と
い
う
。
周
辺
農
家
も
含
め
て
、
後

継
者
は
い
な
い
。
幾
つ
か
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

か
ら
土
地
を
貸
し
て
く
れ
と
の
話
も
出
て

い
る
よ
う
だ
。
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

ワ
イ
ン
醸
造
用
の
甲
州
は
増
え
る
方
向
に

あ
る
。
日
本
ワ
イ
ン
は
原
料
面
か
ら
も
追

い
風
が
吹
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
注
）‌

甲
州
種
の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
関
し
て
、
前
号

は
少
し
修
正
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
醸
造
用
ブ

ド
ウ
甲
州
の
供
給
は
価
格
と
農
家
高
齢
化
の
関
数

で
あ
る
が
、価
格
が
一
定（
例
え
ば
２
０
０
円
／
㎏
）

以
上
で
あ
れ
ば
、
高
齢
化
の
決
定
係
数
の
方
が
大

き
い
か
も
し
れ
な
い
。

（注）甲府市玉諸地区七沢出荷組合〔組合員11名／醸造9名、うち甲州8名〕
鷹野氏の総面積にはブドウ苗木10aを含む。

表2　七沢出荷組合（ブドウ生産者）の概要

氏名（年齢）
ブドウ栽培面積

（a） 甲　州 アリカント等 生食用
福井英人（50） 150 20 10 120

鷹野一郎（69） 130 20 25 75
河野金哉（74） 100 20 30 46

内藤共勝（76） 80 30 25 25

中込達夫（68） 50 14 11 24

計9名（ブドウ生産量） 35ｔ 40ｔ …


